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【お問い合わせ先】一般社団法人HAKUBAVALLEY TOURISM SDGs小委員会　sdgs@hakubavalley.com 

　今月は、「だれもが安心して過ごせる環境」
について考えてみましょう。
日常生活の中で感じる小さな不便や困りごとは、
だれにとっても身近な問題です。私たち一人ひと
りが今日からできる小さな行動をご紹介します。

キーワードは「バリアフリー」

▢ バリアフリーを進めるために
●「みんな同じように使える」という思い込みを持たない
●使う人の立場や感じ方を大切にする
●困りごとを見過ごさず、共有する
自分にとっての当たり前を基準にせず、身の回りの設備や案内に
目を向けることが大切です。小さな不便に気づき、改善を提案し
たり手助けをしたりすることが、バリアフリーを広げる一歩に
なります。

バリアフリーとは、年齢や障がいの有無に関わらず、だれもが安
心して利用できるように、生活の中の不便や障壁を取り除く考え
方のことです。つくる側に配慮する意図があったとしても、利用
する人が不便さや使いにくさを感じてしまうことがあります。だ
れもが支える側にも、支えられる側にもなり得るからこそ、バリ
アフリーへの正しい理解と、相手を思いやる行動が大切です。私
たちができる小さなアクションを一緒に考えてみましょう！


